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良城だからこその自然体験学習の場の創設 ～楽たま河川広場～
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増野

本校の学校環境の最大の特徴は何になる

でしょうか。

私は、山に囲まれた自然環境豊かな学校

ではないかと思います。子ども達の優しさ、

まじめさは、本校（吉敷地域全体も）が美

しい緑の山に囲まれているこの立地環境に

よるところも大きいのではないかと思いま

す。本校舎や運動場から見る目の前の緑の

山々。近隣の大歳小や湯田小にはない最大

の魅力です。ホームページの学校写真もこ

の姿を用いています。

ところで、せっかくの自然環境ですから、

日々の教育活動にもっと生かしたいですね。

本校には学校林（楽校林）活動がありま

す。数十年前から活動行われてはいるので

すが、学校林は数㎞も奥にあり、片道で１

時間位も歩くことから日常的な活動は不可

能です。吉敷川の活動もありますが、それ

でも日常活動ができる距離ではありません。

私は本校に着任したときから、気軽に歩

いて行ける山の開拓ができないかと思って

いましたが、ここまで進めることはできま

せんでした。

それが、ここ最近急に実現できそうな状

況が生まれてきました。山での活動ではあ

りませんが、吉敷川よりもっときれいな川

での活動です。そんな場所があったっけ？

どこ？と思われたでことしょう。

それは、運動場の南側フェンスの外側で

す。ここには龍造寺の鼓の滝を源流とする

木崎川が流れており、河川改修によりコン

クリート護岸となっていますが、川底には

自然の草が生え、自然のホタルが舞う美し

い川です。

木崎川と学校の間は１０ｍくらいの幅の

平地があります。これまでこの部分は、年

に１回のＰＴＡ作業で草を刈ってはいまし

たが、年間を通して草ぼうぼうで蛇も出そ

うで、近づける状態ではありませんでした。

しかし、本年度になり、地域の方や元山

さんの草刈りによりかなりきれいになって

います。さらに、先日、地域の環境部の方

々が川の中の木やツタを除去してください

ました。

昨日、環境部の方が再度視察に来られ、

フェンス沿いにお化けのように大きくなっ

ているツツジの木を剪定していただける話

がありました。ツツジが小さくなると、周

辺の環境が大きく変わり、全体の整備もさ

らにやりやすくなると思います。

現在、本校の一番の特色であるホタル飼

育をしていますが、学校横の木崎川を活用

すると、児童によるカワニナの採取（今は

ほぼ平田さんにしていただいている）や放

流をすることができます。遠い吉敷川より

もさらに近い川での活動は、児童の意欲を

増すことでしょう。低学年の川遊びも可能

かもしれません。また、ツツジが咲く春に

は最高のシチュエーションの元で屋外給食

もできるでしょう。総合的な学習の場、児

童会活動の場としても可能性があります。

河川広場を常に使える状況にするには、

地域の方々の継続的な支援が必要ですが、

この広場を地域と学校の連携の象徴的な施

設とすることでそれも可能ではないかと思

います。

皆さんも、是非、一度見に行って、活動

の可能性を考えてみてください。

良城だからこその日常的な体験学習が学

校横でできる河川広場の可能性に夢が広が

ります。



地域の環境部の方々

木崎川の川底の様子

フェンス沿いの巨大なツツジの植栽

１／５以下の高さになる予定です。

私が勤務していた旧三谷小学校の河川敷です。

こんな感じで野外給食ができるといいですね。


